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松本　梨那
ガイダンスに参加して、初めて外国籍の方々の高
校受験に対する不安や苦労を知ることができまし
た。私は将来は国際関係の学部に進学し学びたい
と考えています。今まであまり考えなかったことに
ついて知ることができたことは、貴重な経験であり、
視野の広がりを感じました。参加して本当によかっ
たです。
有坂　南海　　　　　　　
私はスペイン語を母国語とするグル プーに記録者
として入りました。保護者の方が熱心に通訳者の方
と話しているのを聞き、やはり情報が足りないのだ
なと思いました。今回初めての参加だったので、よ
くわからないまま過してしまいましたが。私たちの
身近にこのように困っている方々がいることを知りま
した。
加藤　沙英
外国籍の中学生にとって、高校受験がこんなに
大変なことだとは、全く知りませんでした。日本語
の習得がポイントなんだと思いました。また、子ど
もと親では心配な点が違うことなども、私にとって
は初めてのことでした。最初はガイダンスの内容が
よく分かりませんでしたが、記録者として身近でそ
の悩みなどを聞き、自分たちの学校生活について
考えさせられました。
外池　彩萌
外国から日本に来た方々には、日常生活を送る上
で沢山の苦労があることを知り驚きました。私は体
験談で話して下さった、児玉さんの「学んだものは
誰にも取られない」という文章はとても印象に残り
ました。学ぶことに対してこんなに真剣になるなん
て、今までほとんど聞いたことがありませんでした。
「学ぶ」とはどういうことなのか、改めて考えさせら
れました。
藤屋　今日夏
今日参加して、外国人の日本で生活する上での
苦労を知り、考えさせられることが多くありました。
日常生活のいろいろな場所で他の言語を話すこと
も多くなり、「国際化だね」なんて思っていましたが、
まだまだ本当の国際化ではないと考えました。外
国人だから差別を受けることも体験発表から知るこ
とができました。いろいろな事を学んだ一日でした。
上原　望加
英語さえもよく理解できないのに、ガイダンスに
参加して大丈夫なのかととても不安でした。けれど
も通訳者の方や、保護者、そして宇都宮大学の学
生のサポ トーもあり、なんとかその時間を過ごすこ
とができました。緊張の連続でしたが有意義な時
間を過ごすことができました。私も自分の中学生の
頃の体験を話すことができました。
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